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本書 は財 団法人山形県埋蔵文化財 センターが発掘調査 を実施 した、米沢城跡 の第3次 調

査の成果 をま とめた ものです。

米沢城跡 は山形県の東南部、米沢盆地内の米沢市 に所在 します。米沢市 は、中近世 におい

ては、伊達氏 ・上杉氏の城下町 として栄 えました。今で も市 内の各所 に、歴史的な地名や名

所な どが見 られます。現在で は、山形新幹線の開通や高速道路網の整備 によって、山形県の

南の玄関 口としての役割を果た してい ます。

この度、主要地方道米沢猪苗代線3・4・4窪 田 ・諸仏線改良工事 に伴い、工事に先立 っ

て米沢城跡 の発掘調査 を実施 しました。

調査で は、 中近世の建物跡や、 それに伴 う廃棄十坑が多数検出 され ました。特 に近世の

屋敷地で使用 した食膳具が大量 に出土 し、当時の家 臣団の生活 を窺 わせ る資料 が発見 され

ています。

埋蔵文化財 は祖先が長 い歴史 の中で創造 し、育 んで きた貴重 な国民的財産 と言 えます。

この祖先か ら伝 えられた文化財 を大切 に保護す る とともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と

伝 えてい くことが、私たちの重要な責務 と考 えます。その意味で本書が文化財保護活動の

啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動 な どの一助 となれば幸いです。

最後 にな りま したが、調査においてご協力いただいた関係各位に心か ら感謝 申 し上げま

す。

平成16年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書は主要地方道米沢猪苗代線3・4・4窪 田 ・諸仏線改良工事に係 る 「米沢城跡」の発掘調査報告書で

ある。

調査は山形県土木部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施 した。

調査要項は下記の通 りである。
よねざわじよう

遺 跡 名 米沢城跡

遺 跡 番 号1216

所 在 地 山形県米沢市城南一丁目

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成15年4月1日 ～平成16年3月31日

現 地 調 査 平成15年5月7日 ～平成15年6月6日(E・F区)

平成15年7月24日(G・H区)

調査担当者 調 査 第 二 課 長 尾形 與典

主任調査研究員 小林 圭一

調 査 研 究 員 押切 智紀(調 査主任)

調 査 研 究 員 槙 綾

調 査 指 導 山形県教育庁社会教育課文化財保護室

本書の作成 ・執筆は押切智紀 ・槙 綾(1～III・V)が 担当 し、尾形與典が監修 した。 「IV理 化学分析」

については株式会社吉田生物研究所 に依頼 した。

委託業務 は下記の とお りである。

遺構写真実測 国際航業株式会社

出土遺物保存処理 株式会社吉田生物研究所

出土遺物、調査記録類については、報告書作成終了後すみやか に山形県教育委員会に移管する。

発掘調査お よび本書を作成するにあた り、下記の方々か らご協力、 ご助言 をいただいた。

山形県置賜総合支庁建設部道路計画課、山形県教育庁置賜教育事務所、米沢市資産税課、米沢市教育

委員会、米沢市上杉博物館

青木昭博(米 沢市教育委員会)、 阿子島功(山 形大学人文学部)、 角屋由美子(米 沢市上杉博物館)、

関根達人(弘 前大学人文学部)
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記の とお りである。

SB… 掘立柱建物跡SK… 土坑SD… 溝跡

SP… ピットSX… 性格不明遺構SA… 柵列

EB… 柱跡RP… 登録土器 ・陶磁器RW… 登録木製品

XO… 出土地点不明遺物P… 土器 ・陶磁器S… 石

遺構番号は、現地調査段階での番号を、そのまま報告書での番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標第X系 によ り、高 さは海抜高で表す。

遺構概要図 ・遺構配置図 ・遺構実測図等の方位 は磁北を示 している。

グリッドの南北軸 は、N-14。53ノ ーWを 測 る(第2次 調査の設定軸 を補正)。

遺構実測図は、各々スケールを付 した。

土層観察 においては、遺構 を覆 う基本層序をローマ数字で表 し、遺構覆土については算用数字 を付 して区

別 した。

遺構実測図 ・土層断面図中のスクリーントーンについては次のように表示 した。

本文中の遺物番号 は、遺物実測図 ・遺物図版 とも共通のものとした。

遺物実測図 ・拓影図は、各図版 にスケールを付 した。

遺物観察表中において、括弧内の数値は、図上復元 による推定値、 または残存値 を示 している。

遺物実測図中の()は 炭化物 ・油煙、()は 黒漆、()は 赤漆、

()は 金箔を表す(漆 器を除 く)。

写真図版 中の 「御城下絵図」 は米沢市上杉博物館から、 「字限図」・ 「航空写真」は米沢市か ら提供 を受 け

た(航 空写真の複製 については、株式会社国際航業に依頼)。

基本層序及び遺構覆土の色調記載については、1999年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修 の 「新版標

準土色帖」に拠った。
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1調 査の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査に至る経緯

今回の調査は、主要地方道米沢猪苗代線3・4・4窪 田 ・諸仏線道路改良工事に係 る緊急発

掘調査である。県教育庁社会教育課文化財保護室 と県置賜総合支庁建設部が協議をし、工事対

象区域について記録保存が必要 とされた。その結果、県置賜総合支庁建設部より委託を受けた

財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが主体 とな り、発掘調査を実施 した。

米沢城(本 丸～三の丸)に 関する発掘調査は、今までに米沢市教育委員会が9回(1986年 第

1次 、1989年 第2次 、1990年 第3次 、1991年 第4・5次 、1998年 第6次 、1999年 第7次 、1999

年第8次 、2000年 第9次)、 当センターが2回 行っている。

第1次 調査(1998.7.13～12.10)は 、置賜広域文化施設建設に伴 うもの、第2次 調査(2000.

5.17～7.7)は 、今回の調査 と同様主要地方道の改良工事に伴 うもので、今回の調査区の道

路の北側に位置する。調査区は、置賜総合文化センター 「伝国の杜」(旧 二の丸堀跡)の す ぐ

南東側にあ り、近世において家臣団の屋敷地が軒を連ねていた と思われ る。調査結果をみて も 家臣団の屋敷地

建物跡 とそれに伴 う土坑 ・溝跡が検出された。

2調 査の方法と経過

今回の調査は、平成15年5月7日 か ら6月6日 まで(E・F区)と7月24日(G・H区)の

延べ32日 間実施 した。工事区画からE区(道 路拡幅部分)・F～H区(電 線地中化工事部分)に

調査区を分 け、調査を実施 した。

調査の進行は次の通 りである。5月7日 に器材搬入 ・環境整備等を行い、その後重機による

表土掘削、ジ ョレン等による面整理を行い、遺構の検出を行った。その結果、屋敷跡 と土坑 ・

溝跡などが確認された。その後、遺構精査 ・記録 ・写真撮影などを しなが ら調査を進めた。

方眼座標の設定については、東西軸をX軸 、南北軸をY軸 とし、南北は5m毎 、東西は調査

区の幅を考え、A～1間 は2m、1～2間 は3m毎 、その他は5m毎 に番号 を付 している。な

お、2次 調査のグリッドを踏襲 したが、前回より今次の調査区が東に広がったため、新たに東

に向かってA～Cの グリッドを設定 した。また磁北 との角度を補正 している。

また、グリッド北西隅をグリッド名にしている。58-1グ リッドの国土座標 は、平面直角座標

系第X系:X=-232,484.685・Y=-63,525.442で ある。

F区 については5月20日 立会調査を行ったが、遺構等 は確認できなかった。

5月22日 に県置賜総合支庁建設部の要請で、E区 南側 を30mほ ど拡張 した。

5月23日 に関係者 と地域住民向けの調査説明会を実施 している。

6月6日 にE・F区 の調査について終了し、器材を撤収 した。

G・H区 については、本調査終了後の7月24日 に立会調査を行い、柱穴等を検 出した。

F～H区 については、上下水道の配管により遺構の大半は壊 されていた。
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II遺 跡の立地 と環境

II 遺跡の立地 と環境

1地 理的環境

山形県の南端部、福島県 との県境に位置する米沢市 は、城下町 として栄えた。東部に奥羽山

脈、南部に吾妻山地、そ して西部 には玉庭丘陵、また北流する松川(最 上川)と その支流、羽

黒川、鬼面川等によって形成 された米沢盆地の南部にあ り、米沢市街地は松川に由来する扇状

地上に立地 している。

市街地のほぼ中央に位置す る上杉神社がかつての米沢城本丸に当た り、遺跡範囲(本 丸 ・二

の丸 ・三の丸の一一部)は 東西約850m、 南北約900mに ついて登録されている。今回の調査区は

絵図や今 までの調査結果か ら南三の丸に当た り1>、標高は約250mに なる。

2歴 史的環境

米沢城は、長井時広によって築城されたと伝えられているが、文献 ・考古資料 とも不明確で

ある。本格的に城下町が形成 されたのは、伊達晴宗が米沢城を本拠 とす る1548年(天 文17)以

降 と考えられる。なお、周辺には晴宗の隠居所 と考えられる荒川2遺 跡があ り、その他中小の

館跡が市域の各所に見られ、伝承であるが伊達家の館 と言われるものが多い(第4図 遺跡位

置図)。 その後1591年(天 正19)豊 臣秀吉によって、伊達政宗が岩出山に移配されてか らは蒲生

領 となるが、8年 後の1598年(慶 長3)に は上杉領 とな り家臣の直江兼継が配 されている。1601

年(慶 長6)関 ヶ原の戦いで西軍に属 した上杉景勝は、120万石か ら30万石に減封され米沢 に入

ることとなった。

三の丸の造成は、1608年(慶 長13)城 郭増築 と共に着手 した。それまで家臣団の住居 は、 「諸

士の義は慶長六年御入国の節は宅地 も定 まらざる故皆仮屋住居 にて送 りし処同十五年屋敷割あ

り宅地を賜 りし故始て住居を定た り」(『 官見談 』)と あ り、造成前は仮住居の状態であったこ

とが窺える。工事が本格化 したのは翌年からで、直江兼継の指図により、平林正恒を奉行 とし

て実施された。二の丸周辺にあった町屋は郭外に移 され、屋敷地の割替が行われた。 しか し、

郭内の空間は限 られてお り、下級武士の居住域までは確保できなかったため、三の丸は上中級

家臣団の屋敷地 と役所の区域 となった。具体的には、譜代の高家衆や上士たる侍組 と三手組の

馬廻組 ・五十騎組 ・与板組の居住域 ということになる。造成当初、直江兼継 は各組毎L所 」

に集住すべきことを指示 している(山 形県1961)。 しか し、屋敷替は以後頻繁に行われており、

江戸中期以降は急激に増加する(渡 辺2003)。

次に周辺の発掘調査 について若干述べ ることとする。

当センターが行った第1次 調査 においては、中世末から近世の土器や陶磁器、木製品が出土 し、

二の丸堀跡 ・御入水堰の土手が確認された。堀は、底面 に障壁を持っ 「障子堀」である(高 桑

他1999)。 第2次 調査においては、堀跡の一部 と溝、多数の土坑を検出 し、16世 紀以降の遺物が

出土 した。廃棄土坑が多い点では今回の調査 と傾向が似ている(齋 藤2001)。

米沢市教育委員会が行った主な調査は、第4次 調査(1991.5.28～9.20)、 第6次 調査(1998.

7.13～12.10)、 第8次 調査(1999.8.23～1999.10.29)、 第9次 調査(2000.7.23～8.ll)が

松 川 扇 状 地

南 三 の 丸

米 沢 城

三 の 丸 造 成

周 辺 の 調 査
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II遺 跡の立地 と環境

ある。第4次 調査は米沢城史苑建設に伴 うもので、東二の丸跡に当たる。掘立柱建物跡27棟 、

土坑37基 、溝跡21条 、その他給水施設や洗い場状遺構i、便所 などが検出された。14世 紀～18世

紀までの遺構 と考えられている。第6次 調査は当セ ンターと合同で行われ、市担当調査区は二

の丸に配 されていた寺院跡 と考 えられ、礎石建物跡や石組水路跡な どが検出されている。台所

用具等の生活雑器が大量に出土 している。第8・9次 調査は市道拡幅工事に伴 うもので、今回

の調査区同様、南三の丸の敷地内に当たる。二の丸堀跡、池状遺構、土坑などが検出されてい

る。出土遺物 としては、土師質土器、瓦質土器、陶磁器、土製品(柑 塙)、 木製品などが挙げら

れる。堀跡の形状が絵図 と異なることが指摘 されている。

3遺 跡の層序

今回の調査では、基本層序を調査区毎に4箇 所設定 して堆積状況を観察 した2>。

1・1'層 は現代の整地層で、埋土内にコンクリー ト片が混 じる。II・II'・III層 と1層 との

問に焼土 ・炭化物が特 に多 く堆積 している。HI層 か らは、近世の陶磁器が出土 している。出土

状況か らII～IH層 は近世末～近代の整地層 と思われる。 整 地 層

IV層 に砂質シル ト層が堆積 している。今回の調査ではこの層を遺構確認面 とした。10cm強 ほ 遺 構 確 認 面

どの堆積であるが、各地点で確認 された。その下層に黒色の粘土層(無 遺物層)が あ り、それ

より下層になると砂 または礫層がみ られる。礫層3)はE・G区 で確認され、F・H区 では深堀を

実施 しなかったため発見できなかった。 しか し、1次 調査の基本層序で もHI層 より下層が礫層

であり、当該地域の地層の堆積 として、必ずあるものと思われる。その堅い地盤故に中世以降

長期間生活が営まれたもの と思われる。

IIないしIII層を掘 り下げて遺構確認面を検出できるのは、 これまでの調査 と同様である。遺

構iの中には、II・HI層 を掘 り下げているものも少な くない。

1

2

)3

註

角屋由美子氏の ご教示 による。

阿子島氏から調査区の東西で砂利層が上昇 して くる箇所 を検出 し、 旧河道の痕跡を確認で きれば とのご教示を頂 いた。E区 と

道路を挟 んで東側 のG区 での土層の比較 では砂利層の高 さが数cmし か違わず、痕跡を見つ け出せなか った。

扇状地扇端部の堆積要素 として礫層 は一般 的で ある(阿 子島功氏のご教示による)。
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SB311(第8図)

E区58・59-lGに 位 置 し、 東 側 が 調 査 区 外 の た め不 明 で あ る 。 身 舎 の 規 模 は南 北2間(梁

行?4.lm)、 東 西 不 明 で 、 主 軸 方 向 はN-70。-Wを 指 す。 柱 穴 の 直径 は20～48cmで 、深 さ は確

認 面 か ら5～30cmで あ る。EBl97の よ うに根 石 を敷 い て い る もの もあ る。EB301がSDl71か

ら壊 さ れ て い る た め17世 紀 後 半 以 前 の遺 構 と考 え られ る。

SB312(第8図)

E区58・59-2Gに 位 置 し、 西 側 が 調 査 区 外 の た め不 明 で あ る 。 身 舎 の 規 模 は南 北3間(梁

行?5.6m)、 東 西 不 明 で 、 主 軸 方 向 はN-80。-Wを 指 す。柱 穴 の 直径 は25～30cmで 、深 さ は確

認 面 か ら6～30cmで あ る。柱 痕 の 覆 土 に 多 数 の 焼 土 と炭 化 物 が 混 入 して い た 。SKl83か ら切 ら

れ て い るた め16世 紀 末 ～17世 紀 以 前 の 遺 構 と思 わ れ る。

SB313(第8図)

E区62-2Gに 位 置 し、 東 側 に庇 を持 つ 建 物 跡 で あ る。 西 側 が 調 査 区 外 の た め不 明 で あ る。

身 舎 の規 模 は、 南 北2間(梁 行?4m)、 東 西 不 明 で 、 主 軸 方 向 は、N-85Q-Wを 指 す 。 柱 穴

の 直 径 は15～28cmで 、 深 さ は確 認 面 か ら5～18cmで あ る。 庇 部 分 の柱 穴 は浅 く掘 り込 ま れ て い

る。EB263の よ う に根 石 を 敷 して い る もの もあ る。SK273に 一一部 壊 され て い る。

2溝 跡

溝跡は、調査区全体で10条 検出された。全て東西方向を軸 としたもので、南北に走 るものは

検出されなかった。 また、SD275を 境に して南側では中近世の遺構は確認で きなかった。

SD85(第9・10図)

E区53-2Gに 位置 し東側が調査区外のため不明である。長さは2.4mで 、幅は0.5～1.1mで

ある。深 さは確認面から50cmを 測 る。覆土上層に焼土 ・炭化物が混入 している。

出土遺物は、土器2点 、磁器9点 、陶器5点 、碁石1点 である。上層か ら肥前磁器碗、瓶な

どが出土 している。出土 した磁器 はすべて肥前磁器で皿、碗、瓶が出土 している。中には、厚

手の 「くらわんか手」(4)の もみられる。瓶 は覆土上層で出土 しているが、文様が単純な蛸

唐草 と松のセッ トで、江戸末期の様相を示 している。 これ らの遺物か ら18世紀末には廃絶 した

と思われる。

SD169(第9・10図)

E区57-1・2Gに 位置 し、東側が調査区外のため不明である。長 さは4.5mで 、幅は0.7～

1.2mで ある。深 さは確認面か ら34cmを 測る。覆土は人為堆積 と考えられ、焼土、灰色粘土が混

在 している。

出土遺物は、土器、土製品4点 、陶器2点 、石製の ト車1点 である。出土土器 ・陶磁器の内

訳が内耳土鍋 ・柑塙 ・志野焼 ・瓦質土器のみである。志野の輪花皿(12)と 盤(13)は 大窯期

もしくは登窯期の製品 と思われ、それに先行する害窯期の ものはない。1次 調査で も同時期の

ものが堀跡下層か ら出土 している。土器 としては内耳土鍋があ り、外面が被熱 して炭化物が付

着 している。口縁部に向かって、やや外傾する器形である。出土 した遺物から17世紀初頭には

廃絶 したと思われ る。

SD171・172(第9～12図)

SDl71はE区58-A～3Gに 位置 し、西側の一部がSKI70・321に より壊 され、中央部分上

HI遺 構 と遺物
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III遺 構 と遺物

下 層 の 遺 物

中 層 の 遺 物

刻書された硯

上 層 の 遺 物

16

層が撹乱のため壊 されている。長さは7mで 、幅は0.8～1.7mで ある。深 さは確認面から35cm

を測 る。溝の両岸は川原石による補強がなされ、東側 に向かって幅が広がっている。東側に窪

みがあ り、最下層から近世陶器が出土 している。覆土は3層 で、下層に黒褐色粘土、中層に炭

化木が多量に混入 している黒褐色シル ト、上層に焼土が若干混入 しているオ リーブ黒色シル ト

が堆積 している。

出土遺物は、土器5点 、磁器34点 、陶器43点 と硯、凹石や箸、懊である。

下層からは17世紀後半代の遺物が多 く出土 している。中で も肥前磁器 と岸窯産陶器が多 く、

前者では染付の碗、皿、瓶のほか、青磁変形皿、香炉、鉢、色絵碗、白磁 うがい茶碗があ り、

後者では碗、徳利、香炉、水注、甕、播鉢がある。特に波佐見青磁の鉢(21)は 、高台の形状

や内面の片切 り彫 りの葉文などか ら木場山窯よ り後出の長山田窯の製品 と考えられ、比較的丁

寧な作 りか ら17世紀後半代のもの と思われる1)。また、岸窯の播鉢は口唇部が外に張 り出す も

の(44・45)と 口縁部が内傾するもの(43)が あり、前者は1次 調査堀跡中層、後者は同調査

堀跡下層か ら出土 している(高桑1999)。 香炉(40)は 岸窯跡出土品の中で も中心 となる器形で、

底部から直線的に立ち上がる特徴がある(堀 江2003)。 その他唐津二彩手鉢、肥前京焼 き写 しの

碗や瀬戸 ・美濃の天 目も出土している。木製品 としては箸や懊が、石製品 として凹石が出土 し

ている。

中層は炭化層で被熱 した木片が多数出土 した。出土品は18世 紀代のものが多 く、陶磁器の出

土量は下層ほどではない。肥前磁器が已然 として大半を占める。他には、産地不明の髪盟など

がある。一一部被熱 した硯(48・49)が2点 出土 しているが同一一固体の可能性がある。その内1

点(49)の 裏面には 「五日 駒方茂衛門」 と刻書されている2)。

上層覆土にも焼土な どが混入 しているが、中層ほどではない。遺物は18世 紀後半以降の もの

が多 く、18世 紀末には廃絶 した と思われる。出土量は少なく、肥前磁器や大堀相馬や会津本郷

の窯場の陶器が僅かにみられる。

SDl72はE区58-2～AGに 位置し、東側が調査区外のため不明である。長 さは3.9mで 、

幅は50cmで ある。東側の一一部に石組が残存 している。覆土は黒褐色粘土の単層で、SDl71の 最

下層のそれ と同様である。遺物が出土 してお らず、時期判定は困難であるが、位置や覆土堆積

状態からみて、SD171以 前の可能性がある。

3土 坑 ・性格不明遺構

土坑 ・性格不明遺構 は調査区全体で48基 検出された。被災などで一一括廃棄されたものや崩落

土による自然堆積のものなどがある。調査区南側では近代の土坑のみ検出され、近世の遺構は

皆無であった。土坑の中には木組みの用水施設(洗 い場状遺構?)と 思われるものがある(S

Kl59)。

ここでは主な土坑 ・性格不明遺構について述べ ることとする。

SX72(第13・14図)

E区52-2・3Gに 位置 し、西側が調査区外のため不明である。長径5.lmで 、短径1.1～1.3

mで ある。深 さは確認面から最大で55cmを 測る。覆土は上層にやや グライ化 した粘土が堆積 し、

下層に炭化物 ・焼土を多量に混入 した粘土あるいは砂混 じり粘土が堆積している。遺構内に土



が堆積 して くる過程で、縁辺を護 るために土留めの杭が打ち込 まれ、板材 も敷かれている。出

土遺物は木製品のみで、差歯下駄台部1点 と連歯下駄2点 である。差歯下駄の上部には線刻画

が描かれてお り、漆 も塗 られている。下駄はすべて底面近 くから出土 した。出土 した遺物か ら

近世で も古い段階を想定できる。

SK90(第13～16図)

E区53-1・2Gに 位置 し、東側が調査区外のため不明である。長径1.3mで 、深さは確認面

から最大で15cmを 測 る。SK90よ り上層に近代の整地層 と炭化層が堆積 している。炭化層か ら

は近代以降 と思われる遺物が出土 している。覆土は2層 で、下層に炭化層が堆積 している。

出土遺物は磁器5点 、陶器6点 のほか、連歯 ・差歯下駄や樽などの木製品である。16世 紀代

の中国青花の碗が出土 しているが、下層から19世紀代の肥前系磁器や会津本郷産の磁器な どが

確認されていることから、遺構の廃絶時期は19世 紀代 と考えられる。出土状況か ら歪曲 し腐蝕

した下駄以外の樽(底 板 ・側板 ・栓)や 不明部材は当該期(19世 紀)に 廃棄 したものと思われ

る。

SK205(第13図)

E区54-3Gに 位置 し、西側が調査区外のため不明である。長径0.85mで 、深 さは確認面か

ら最大で50cmを 測る。東側で柱穴 を壊 している。覆土は黒褐色砂質粘土の単層で、若干礫が混

入する。

出土遺物は、大堀相馬産の小片1点 である。遺物か ら廃棄時期を19世 紀に求められる。

SK123(第16・17図)

E区55-3Gに 位置 し、西側が調査区外のため不明である。長径0.8mで 、深 さは確認面か ら

最大で35cmを 測る。覆土は黒褐色砂質粘土の単層で、前述のSK205と 同じ堆積がみられる。

出土遺物は、肥前磁器1点 である。型打ちの輪花皿で19世 紀の所産である。土層の観察 と遺

物か らSK205と 同時期に求める。

SK164(第17図)

E区57-lGに 位置 し、平面形が楕円形である。長径1.lm・ 短径lmで 、深 さは確認面か ら

最大で28cmを 測る。覆土は黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物などがブロック状に混 じる。

出土遺物は内耳土鍋小片のみで、一部SD169出 土の ものと接合 した。

SK325(第16～18図)

E区55-3Gに 位置 し、西側が調査区外のため不明である。長径1.55mで 、深 さは確認面か

ら最大で70cmを 測る。覆土は黒色粘土で、灰色粘土や木片が混入 している。遺構i直上の整地層

(礫が多量に混じる)か ら大堀相馬産の火入(201)が 出土 している。

出土遺物は、磁器6点 、陶器5点 、陶製品(焼 台)1点 、土人形1点 、石製品2点 、金属製

品(箸)1点 、木製品1点 である。出土 した遺物か ら19世紀には廃絶 した と思われる。

SK159・160(第17・18図)

SKl59はE区56-2Gに 位置する。平面形が南北に長い長方形である。掘方まで含めた規模

は、長径1.7m・ 短径1.4mで 、深さは確認面から35cmを 測 る。遺構の周囲を浅 く窪ませて、階

段状に板材 を敷いている。北側には板材で囲んでいる様子が窺える。覆土 は、木組み内部が黒

褐色礫混 じり粘土で、掘方が黒褐色礫混 じり微砂である。幅10cm程 度の角材 を使って木組みを

HI遺 構 と遺物
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III遺 構 と遺物

洗い場状遺構

大正8年 の大火
災

している構造である。検出当初井戸跡を想定 したが、深さが35cm程 度 と浅 く、角材 と杭で簡単

に組んだだけの施設であることか ら洗い場状遺構 と考えられる。洗い場状遺構にっいては、米

沢城東二の丸の発掘調査(月 山他1994)に て検出されてお り、地面を方形に掘 り込み、丸太材

を四角に組んでいる(遺 構名ZP7)。

出土遺物は、土器2点 、磁器8点 、陶器8点 、ガラス製品1点 、その他多 くの木片である。

SKl60はE区56・57-2Gに 位置 し、平面形が楕円形である。遺構直上に板材を敷いてある

ためSKl59よ り古い遺構 を想定で きる。長径1.3m、 短径lmで 、深 さは確認面か ら最大で

30cmを 測 る。覆土は2層 であるが、下層に若干細砂が多 く混 じる。

出土遺物は、土器2点 、磁器12点 、陶器4点 、籠3点 である。

双方 とも出土遺物の様相は酷似 し、肥前の製品のほかに平清水産や肥前系の陶磁器、大堀相馬

産 ・会津本郷産の陶器がある。19世 紀には廃絶 した と思われ る。

SK170・321・322(第19～23図)

SKl703)はE区57-3～58-2Gに 位置 し、西側が調査区外のため不明である。中央部が窪

み、一部板材が敷かれている。深さは確認面か ら最大で30cmを 測る。

出土遺物は、土器1点 、磁器53点 、陶器21点 などである。17世 紀後半代の遺物があるが、近

現代のものが大量 に含まれることか ら近年まで使用 されていた と思われる。

SK321とSK322は57・58-3Gに 位置 し、双方 とも上層をSKl70に より壊 されている。西側

が調査区外のため不明である。長径がそれぞれlmと1.5mで 、深さは確認面か らそれぞれ35cm

とlmを 測る。覆土はややSK322の 方が砂を多 く含むのが黒褐色の粘質土である。

出土遺物は、前者が土器3点 、磁器16点 、陶器Il点 、後者が磁器28点 、陶器10点 である。双

方 とも近代の遺構 と思われる。前者では特に軍帽形の磁器小圷(135)が 出土 している。内面に

「□□記念」 とあ り、底部が飛行機の形状をしている4)。後者では、被熱 した成島焼の壺 ・甕が

出土 している。近代の遺物 も多 く被熱 してお り、大正8年 の大火災が想起される5>。

SK183(第19・23・24図)

E区58-2・3Gに 位置 し、平面形 は楕円形である。長径2.5m・ 短径1.75mで 、深 さは確認

面か ら最大で70cmを 測る。覆土は黒褐色砂質粘土の単層で人為堆積である。

出土遺物は土器5点 、土製品1点 、磁器2点 、陶器1点 、その他彩 しい数の木製品(箸 、下

駄、曲物部分 など)で ある。瓦質土器の鉢(133)の 口縁部に穿孔があり、吊 り下げるための穴

と思われる。出土 した遺物から17世紀には廃絶 した と思われる。

SK206・207(第25・27図)

SK206はE区59-1・2Gに 位置 し、東側が道路造成時の撹乱により壊 され不明である。中

央部に窪みがある。長径1.45mで 、深さは確認面から50cmを 測 る。覆土は4層 で、3層 目に炭

化層が堆積 している。

出土遺物 は、炭化層より上層で確認 され、陶器2点 、石製品1点 である。砥石(143)は 被熱

して表面に煤が付着 している。遺物の様相か ら17世紀後半代には廃絶 した と思われる。

SK207はE区59-2～60-lGに 位置 し、SK206と 同様に東側が不明である。長径1.85m

で、深 さは確認面から70cmを 測 る。覆土は4層 で中層に炭化層がある。

出土遺物は最下層 と炭化層で確認され、土器1点 、磁器2点 、陶器2点 で ある。中国青磁碗
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(144)、 瀬 戸 美 濃 天 目(145)と 播 鉢(147)が 出 土 して お り、16世 紀 代 の様 相 を呈 して い る。

SK317(第25図)

E区61-3Gに 位 置 し、平 面 形 は楕 円形 で あ る。長 径lm、 短径0.5mで 、深 さ は確 認 面 か ら

最 大 で30cmを 測 る。 覆 土 は黒 褐 色 砂 質 シ ル トの 単 層 で あ る。

出 土 遺 物 は 、 土 器1点 、 磁 器1点 、 陶 器1点 で あ る。 遺 物 か ら近 代 の もの と思 われ る。

SK310(第25・27図)

E区61-1～AGに 位 置 し、 東 側 は調 査 区 外 の た め不 明 で あ る。 長 径1.85mで 、 深 さ は確 認

面 か ら最 大 で30cmを 測 る。 覆 土 は 黒 色 粘 土 の 単 層 で あ る。

出 土 遺 物 は 土 器1点 、 土 製 品1点 で あ る。 遺 物 か ら16世 紀 末 に は 廃 絶 した もの と思 わ れ る。

SK253(第25・27図)

E区61-lGに 位 置 し、平 面 形 は 隅 丸 方 形 で あ る。長 径0.9m、 短 径0.85mで 、 深 さ は確 認 面

か ら最 大 で30cmを 測 る。 南 側 に板 材 の 囲 み が あ り、 底 面 に大 き め の 礫 が 埋 土 して い る。 覆 土 は

4層 で 下 層 に黒 褐 色 粘 土 、 上 層 に 黒 褐 色 シ ル トが 堆 積 して い る。

出 土 遺 物 は 、 磁 器1点 、 陶 器1点 で あ る 。 遺 物 か ら19世 紀 に は廃 絶 した と思 わ れ る 。

SK251・252(第26・27図)

SK251・252と も にE区61-2Gに 位 置 し、平 面 形 は双 方 と も不 整 形 で あ る。前 者 は長 径2.2

m、 短 径1.5mで 、 深 さ は確 認 面 か ら最 大 で25cmを 測 る。 後 者 は 長 径1.55m、 短 径1.2mで 、 深

さ は確 認 面 か ら最 大 で18cmを 測 る。 覆 土 は 多 少 の 色 調 の 差 は あ るが 、 焼 土 混 入 の 黒 褐 色 砂 質 シ

ル トの単 層 で あ る。

出 土 遺 物 は 、SK251が 土 器9点 、 土 製 品1点 、 陶 器1点 、SK252が 土 器8点 、 土 製 品2点

で あ る。 内 耳 土 鍋(152)の 口縁 部 が や や 直 立 して お り、SDl69・SKl64出 土 遺 物 よ り新 しい

要 素 を含 ん で い る。 廃 絶 の 時 期 を 双 方 と も17世 紀 と した い 。

SK273(第26～30図)

E区62-2～63-lGに 位 置 し、平 面 形 は不 整 形 で あ る。南 側 でSD275を 壊 して い る。長 径

2.lm、 短 径1.4mで 、 深 さ は確 認 面 か ら45cmを 測 る。 覆 土 は 黒 色 礫 混 じ り粘 土 の 単 層 で 、 多 量

の 自然 木 が 廃 棄 さ れ て い た 。

出 土 遺 物 は 、 土 器4点 、 磁 器8点 、 陶 器5点 、 そ の他 多 くの木 製 品(下 駄 、 漆 製 品 、 到 物 な

ど)で あ る。土 器 で は 「か わ ら け」 が 多 く、 内1点(156)に は 「七 月 廿 四 日 志 源 □ □ 」 と墨

書 され て い る6)。陶 器 で は17世 紀 後 半 の 京 焼 き写 し碗(159)・ 京 焼 色 絵 碗(160)が あ る 。 木 製

品 で は差 歯 下 駄 、 漆 器 椀 ・皿 、柄 杓 底 板(?)、 箸 、到 物 鉢 そ の 他 不 明 部 材 が 遺 構 の 底 面 か ら出

土 して い る。 薄 手 の漆 器 製 品 は ほ とん どが腐 蝕 して お り、 採 取 で き な い状 態 の も の もあ った 。

漆 器 椀 の165・166は 腰 が 張 り、 器 壁 が や や 垂 直 に な っ て くる こ ろ の もの で 、17世 紀 後 半 以 降 の

様 相 を示 す 。165は 外 面 に緑 色 漆 ・口唇 部 に黒 漆 ・内面 に赤 漆 が 見 え る。特 に緑 色 漆(藍+石 黄)

を塗 っ て い る こ とは 珍 しい点 で あ る。17世 紀 後 半 以 降 に廃 棄 さ れ た と思 わ れ る。

SK277(第26・30・31図)

E区64-lGに 位 置 し、 平 面 形 は隅 丸 長 方形 で あ る。 長 径1.3m、 径1.2mで 、深 さ は確 認

面 か ら43cmを 測 る。 覆 土 は黒 色 礫 混 じ り粘 土 の 単 層 で 、 木 片 とガ ラス 片 が 混 じ っ て い た 。

出 土 遺 物 は 、 土 器1点 、 磁 器23点 、 陶 器5点 、 ガ ラ ス製 品6点 で あ る。 遺 物 か ら近 代 の廃 棄

HI遺 構 と遺物

墨 書 か わ ら け

緑 色 漆
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土坑 と思われる。

4そ の他の遺物

その他の遺物については図版31～33で 掲載 している。ここでは、特に遺構外出土の遺物 にっ

いて述べてみたい。

遺構外から多数の遺物が出土 したが、後世の整地によって壊 された遺構が多かった。遺構外

からは土器17点 、土製品1点 、磁器160点 、陶器127点 、ガ ラス製品4点 、その他金属製品(古

銭)、樹脂製品(歯 ブラシなど)、磁器製品(水 笛など)が 出土 している。

土製品では、1次 調査同様鞘羽口(182)が 出土している。先端部 に溶解 した鉄が付着 してい 土

る。土器 としては 「かわらけ」、内耳土鍋、瓦質土器鉢の小片などがある。

中国製品では青花碗破片(184)が ある。潭州産 と考 えられ、16世 紀の所産である。

磁器は肥前産のみで構成され17世 紀後半代のものが多い。次いで18世 紀代、さらに19世 紀に 磁

なると少な くなる傾向がある。187は 肥前磁器の皿で、見込の山水を丸 く囲み、周囲を花唐草?

の文様を墨ハジキの技法で描いている。 これは遺物量の多い17世 紀後半代のものである。19世

紀に特に顕著であるが、磁器では会津本郷産、肥前系のものが多い。遺構内ではそれに瀬戸産

が加わる。肥前系については、会津蚕養窯 との関連性 も考えられる7>。肥前系では191の ような

筒形碗や会津本郷産では192の ような底部の小 さい無文の皿が出土 している。 陶

陶器では、16世 紀代の瀬戸 ・美濃産の ものが出土 している。大窯期以降のものであ り、その

中で も丸皿(193)の ような法量の小さいものが確認 された。17世紀後半代に入 り、肥前陶器の

呉器手、京焼き写 し(195)な どの碗類がみ られ る。また、備前の植木鉢(197)が 出土 してお

り、岸窯産の製品(113)よ り丁寧な作 りである。19世紀 に入 り、遺構外出土の例で も磁器同様

に陶器で瀬戸か らの搬入品が出土する。198は復古織部の碗で、外面 に灰粕を施 した後に鉄絵で

格子目を描 き、鉄粕を流 し掛けている。また、遺構の出土状況 と同様会津本郷産や大堀相馬産

の陶器がこの時期に多 く目に付 く。

製 品

器

器

註

1)関 根達人氏 のご教示による。

2)青 木昭博氏 のご教示による。詳細 については 「V考 察」で述べ る。

3)前 の土地所有者であった苺戸氏に訊いた ところ、以前同じ場所 に池があった との こと。

4)戦 闘機 を献納す るため献金を募 い、昭和16年 に献納 して いる(『続米沢市史』)。 「献納記念」ではないか との指摘がある。

5)「 池 には西側の用水路か ら水が送 られていた。 この用水路の南側 に蔵が建っていた。蔵 は大正8年 の大 火で焼 けた ようであ

る。」(苺 戸氏)。被熱 した近代 陶磁器が出土す る土坑 は、 この当時廃棄され たもの と思われ る。

6)青 木昭博氏 のご教示による。詳細 については 「V考 察」で述べ る。

7)関 根達人氏 のご教示による。蚕養窯 については本郷産 のもの との区別が困難で、民窯期以前の ものは特に難 しい。

高桑登他1999

堀江格2003

月山隆弘他1994
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『米沢城跡発掘調査報告書』(山 形県埋蔵文化財セ ンター調査報告書第66集)山 形県埋蔵文化財センター

「岸窯跡」 『中世奥羽の土器 ・陶磁器』高志書店

『米沢城発掘調査報告書』(米 沢市埋蔵文化財調査報告書第44号)米 沢市教育委員会
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表1土 器 ・土製品 ・陶磁器観察表(1)

遺物 出土 種別 器種

番号 地点

計測値(mm)
胎土色 生産地 備 考

口径 底径 器高 器厚

1SD85土 器 皿 (ll2) (70) 28 5 か わらけ ロクロ 底部糸切 油煙付 着灰 白
17C

2SD85磁 器 皿 (120) 7 灰 白 肥前 内面蛇 ノ目粕剥 ・二重斜格子文18C

3SD85磁 器 碗 42 6 外面雪輪草花文?高 台内 「大明年製」灰白 肥前
18C

4SD85磁 器 碗 44 5 内面菊花 ・網 目文 外面二重網 目文 高 台灰 白 肥前 内
渦 「福」18C

5SD85磁 器 碗 4 灰白 肥前 外面山水文?18C

6SD85磁 器 瓶 18 2 灰白 肥前 仏花瓶 外面唐草 ・松竹18C末

7SD85陶 器 小圷 30 3 淡黄 大堀相馬 灰粕 貫入 高台露胎19C

8SD85陶 器 播鉢 7 灰オ リー ブ 岸 片 口 鉄粕 卸 目817C後 半～18C初

10SDl69土 器 内耳土鍋 (328) 13 浅黄 外面炭化物付着RP4616C末

llSDl69土 器 播鉢 13 灰 瓦質 酸化鉄付着RP5416C

12SDl69陶 器 皿 5 淡黄 瀬戸 ・美濃 輪花 型打 長石粕 貫入 志野16C末

13SDl69陶 器 盤 9 灰 白 瀬戸 ・美濃 長石粕 志野17C

14SDl69土 製品 増塙 78 25 35 10 灰白 溶鉄付着

16SDl71土 器 皿 (ll6) 8.5 灰 か わらけ ロクロ 油煙付着17C

17SDl71土 器 皿 (llO) (60) 20 3 浅黄 か わらけ ロクロ ・ケズ リ17・18C

18SDl71磁 器 小圷 2 灰白 中国 青花 文様不明17C

19SDl71磁 器 皿 3 灰白 肥前 変形皿 青磁 漆継ぎ17C後

20SDl71磁 器 香炉 7.5 灰 肥前 青磁 獣足 内面露胎17C後

21SDI71磁 器 鉢 (240) 74 106 6.5 青磁 輪花 型打 内面片切彫草文 見込淡黄 肥前長山田 蛇
ノ目 目跡 畳付露胎17C後

22SDI71磁 器 鉢 5 灰白 肥前 うがい茶碗 白磁 口縁部口紅17C後

23SDI71磁 器 碗 (46) 4.5 灰白 肥前 色絵 赤 ・青(青 部分剥離)17C後

24SDl71磁 器 皿 (141) (56) 32 4 灰白 肥前 内面獅子 蛇ノ目高台 畳付露胎17C後

25SDl71磁 器 碗 (llO) (42) 59 3 灰白 肥前 文様不明 畳付露胎18C

26SDl71磁 器 碗 (llO) 3 灰 白 肥前 外面桐 ・松 ・梅17C後

27SDI71磁 器 碗 (102) 3 灰 白 肥前 外面竹 ・梅17C後

28SDl71磁 器 小圷 24 4 灰白 肥前 外面網目文?砂 底18C

29SDI71磁 器 碗 (47) 3 灰 白 肥前 外面 こんにゃ く印判17C末 ～18C初

30SDI71磁 器 碗 5 灰白 肥前 外面網目文 ・不明17C後

31SDl71陶 器 鉢 (220) 5 浅黄 肥前 二彩手(灰 ・鉄粕)唐 津17C後

32SDl71陶 器 碗 (ll8) 5 淡黄 肥前 呉器手 灰粕17C後

33SDl71陶 器 碗 (122) 4 灰白 肥前 呉器手 瑠璃粕17C後

34SDl71陶 器 香炉 5
京焼き写 し 灰粕 高台内 「清水」陰刻浅黄 肥前
高台露胎17C後

35SDl71陶 器 瓶 5 灰白 肥前 灰粕17C

36SDl71陶 器 碗 5 淡黄 瀬戸 ・美濃 天 目 鉄粕17C?

37SDl71陶 器 碗 99 47 65 5 灰白 岸 鉄粕 高台露胎17C後

38SDl71陶 器 碗 44 5 灰白 岸 鉄粕 高台露胎17C後

39SDl71陶 器 瓶 5 灰白 岸 鉄粕 被熱17C後

40SDl71陶 器 香炉 (ll6) (95) 60 6 鉄粕 足 ・底露胎 灰吹 として使用17C灰 白 岸
後

41SDl71陶 器 水注 9 灰白 岸 鉄粕 底部静止糸切17C後

42SDl71陶 器 甕 12 浅黄 岸 鉄粕 底部回転糸切17C後

43SDl71陶 器 播鉢 8 淡黄 岸 鉄粕17C後 ～18C初

44SDl71陶 器 播鉢 7 灰白 岸 鉄粕 卸目617C後

45SDl71陶 器 播鉢 7 灰 岸 鉄粕 卸目917C後

46SDl71陶 器 播鉢 ll9 8 淡黄 会津本郷 鉄粕 卸目1518C後

47SDl71陶 器 曇盟 6 灰白 不明 灰粕 被熱

56SK90磁 器 碗 52 3 青花 見込草 花 外面鉢 ・草 高 台内 「永灰 白 中国
口長春」 砂底RP5016C

57SK90磁 器 瓶 57 3 明緑灰 肥前系 白磁 畳付露胎19C
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III遺 構 と遺物

表2土 器 ・土製品 ・陶磁器観察表(2)

遺物 出土 種別 器種

番号 地点

計測値(mm)
胎土色 生産地 備 考

口径 底径 器高 器厚

58SK90磁 器 香炉 5 灰白 会津本郷 淡緑色粕 一部白濁

67SKl23磁 器 皿 (llO) (72) 24 3 輪花 型打 内外面氷裂文 畳付露胎19灰白 肥前
C

68SK325磁 器 皿 (84) (49) 22 3 輪花 型打 内面 こんにゃ く印判(桐)灰白 肥前
外面変形唐草 畳付露胎18C

69SK325磁 器 皿 (98) (50) 24 4 見込五弁花 内面草花 外面変形唐草 高灰白 肥前
台内不明 畳付露胎18C

70SK325磁 器 皿 (80) 5 内面山水文 外面不明 高台内渦 「福」灰白 肥前
砂底18C

71SK325磁 器 皿 4 灰白 会津本郷 砕石粕 一部白濁19C前

72SK325陶 器 碗 (32) 3 灰白 大堀相馬 腰折 灰粕 貫入 被熱 高台露胎18C

73SK325陶 器 鉢 (144) (58) 68 6 灰白 大堀相馬 片口?灰 粕 白濁 高台露胎19C

74SK325陶 器 香炉 6 灰白 会津本郷 鉄粕 口縁部粕剥ぎ 内面沈線319C

75SK325陶 器 播鉢 8 オリーブ黄 会津本郷 鉄粕 卸目有 胎黒砂混19C

76SK325陶 製品 焼 台 53 63 17 オリーブ黄 上下面糸切 側面指頭痕 黒砂多混入

77SK325土 製品 土人形 長(120) 幅(50) 5 浅黄 武士 型合わせ 黒漆?指 頭痕 被熱

82SKl59磁 器 碗 (96) (40) 53 4 灰白 肥前系 外面竹 畳付露胎19C

83SKI59磁 器 碗 4 灰 白 肥前 系 筒形 外面宝尽 くし文 ・草19C

84SKI59磁 器 瓶 34 2.5 仏花瓶 外面松竹梅 高台露胎 被熱 近灰白 肥前系
代

85SKl59磁 器 段重 (136) (120) 46 9 内面松竹梅 外面牡丹 段部紅 高台露胎灰白 平清水
19C

86SKl59陶 器 香炉 7 淡黄 灰粕 口縁部粕剥ぎ

87SKl60土 器 皿 (154) (100) 24 6 浅黄 か わらけ ロクロ 油煙付着17C

88SKl60磁 器 皿 6 灰白 肥前 白磁 内面草木 外面唐草19C

89SKl60磁 器1皿 5.5 灰白 肥前 内面草 貫入17C後

90SKl60磁 器 碗 3 灰 白 肥前 被熱 外面 「寿」17C

91SKl60磁 器 碗 (38) 6 灰白 肥前 外面網目文 砂底17C後

92SKl60磁 器 小圷 61 24 44 3 灰白 平清水 端反 外面草花 近代

93SKl60陶 器 碗 38 4 淡黄 大堀相馬 灰粕 高台露胎 炭化物付着18C後

94SKI59陶 器 碗 (36) 4 灰白 大堀相馬 灰粕 高台露胎19C

95SKI60陶 器 鉢 75 6 淡黄 会津本郷 鉄粕 高台内墨書18C後 ～19C初

96SKl70磁 器 香炉 (132) 6 青磁 被熱 内面(口 縁部 を除 く)無 粕灰白 肥前
18C

97SKl70磁 器 皿 (84) 3 灰白 肥前 見込草木 砂底17C後

98SKI70磁 器 碗 5 灰白 肥前 外面網目文 漆継ぎ17C後

99SKI70磁 器 碗 (38) 5 内面菊花 ・網目文 外面二重網目文 高台灰白 肥前
内渦 「福」 被熱 砂底18C

100SKl70磁 器 碗 40 4 外面蕪 高台内 「大明年製」 畳付露胎灰白 肥前
18C

101SKI70磁 器 碗 (36) 3 見込五弁花 外面菜果 高台内 「富貴長灰白 肥前
春」?18C

102SKl70磁 器 碗 (76) 3 灰白 肥前系 腰張 外面宝船 ・松 被熱19C

103SKl70磁 器 碗 (74) (40) 37 3.5 灰白 肥前 外面蝶 畳付露胎19C

104SKl70磁 器 皿 47 14 15.5 2.4 灰白 肥前系 紅皿 型打19C

105SKl70磁 器 碗 108 50 59 3 見込水鳥 ・水草 内面四方棒 外面草花 ・灰白 肥前系
蠕蟷 被熱 畳付露胎19C

106SKI70磁 器 鉢 3.8 内面人物 ・竜?・ 「立 □」 外面雷文 蓮弁灰 白 肥前 系
文 体部途 中外反19C

107SKl70磁 器 鉢 (200) 84 72 4
輪花 型打 芙蓉手 見込牡丹 内面菊

灰白 肥前系 花 ・格子 外面唐草 蛇ノ目高台 高台内
「A口」 被熱19C

108SKl70磁 器 鉢 180 68 60 4.5 端反 見込牡丹 内面草花 外面唐草 蛇灰白 肥前系
ノ目高台 被熱19C
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表3土 器 ・土製品 ・陶磁器観察表(3)

遺物 出土 種別 器種

番号 地点

計測値(mm)
胎土色 生産地 備 考

口径 底径 器高 器厚

109SKl70磁 器 瓶 ll 19 79 3 仏花瓶 外面松 ・梅 底部露胎 被熱19灰白 肥前系
C

llOSKl70磁 器 瓶 13 6 灰白 肥前系 御神酒徳利 外面梅?被 熱19C

lllSKl70磁 器 碗 (ll6) 3.5 灰白 瀬戸 端反 見込松 外面雨竜?19C

ll2SKl70磁 器 瓶 56 7 灰白 平清水 外面草木 底部露胎 近代

ll3SKl70陶 器 植木鉢 13 灰 岸 指ナデ 鉄粕17C後

ll4SKl70陶 器 碗 38 6.5 灰白 大堀相馬 灰粕 貫入 高台露胎18C

ll5SKl70陶 器 土瓶蓋 52 4 灰白 大堀相馬 上部灰粕 貫入 摘欠損19C

ll6SKl70陶 器 植木鉢 62 9 淡黄 不明 灰粕 貫入 底部露胎 穿孔有 近代

ll7SKl70陶 器 羽釜 6 浅黄 不明 鉄粕 下部露胎ケズリ 白砂混

ll8SK321土 器 皿 (50) 6 か わらけ 底部 回転糸切 内面金箔16C浅黄
末～17C初

llgSK321土 器 火鉢蓋 (220) 61 12 浅黄 白砂混 内面被熱

120SK321土 器 行火 25 淡黄 指頭痕 白砂混 内面被熱

121SK321土 器 火鉢 (396) (350) (373) 12 浅黄 指頭痕 内外指ナデ 雲母混

122SK321磁 器 小圷 (64) (30) 31 2 灰白 瀬戸 端反 見込独楽 ・不明 被熱19C

123SK321磁 器 小圷 56 18 28 3 灰 蘇 爆 顯 齢 諮 己念」●飛徽?

124SK321磁 器 仏飯器 66 48 58 3 灰白 肥前系 外面七宝繋 底部露胎19C

125SK321陶 器 皿 (280) (161) 78 10 灰粕 貫入 鉄粕流掛 ケズリ 目跡19灰白 会津本郷
C

126SK322磁 器 壷 24 4.8 灰白 肥前 油壷 外面梅18C

127SK322磁 器 碗 (72) 33 60 2.5 筒形 外面宝尽 くし文 ・松 畳付露胎19灰白 肥前系
C

128SK322磁 器 蓋 (90) (30) 23.5 3.5 内面雷文 ・「寿」?外 面縦縞 摘 内不 明灰 白 瀬戸
19C

129SK322陶 器 瓶 (68) 5 灰 成島 鉄粕 被熱 白砂混19C

130SK322陶 器 鉢 (152) llO 153 8 灰 成 島 切立 目跡 鉄粕 ・ナマ コ粕 被熱19C

131SK322陶 器 甕 (192) (180) 259 22 灰 成 島 切立 鉄粕 ・ナマ コ粕 被熱19C

133SKl83土 器 鉢 (364) (246) 96 10 瓦質 内面ヘラナデ 外面ミガキ ロ縁部灰
穿孔有 石英混16C

134SKl83土 製品 増塙 (70) 8 灰白 溶鉄付着

142SK206陶 器 播鉢 ll 灰 白 岸 鉄粕17C後 ～18C

144SK207磁 器 碗 49 9 灰白 中国 青磁 被熱16C

145SK207陶 器 碗 (122) 6 灰 瀬戸 ・美濃 天 目 鉄粕16C中 ・後

146SK207陶 器 8 灰白 瀬戸 ・美濃?灰 粕 貫入

147SK207陶 器 播鉢 12 灰 白 瀬戸 ・美濃 鉄粕 卸 目9被 熱16C

148SK310土 器 播鉢 17 灰 瓦質 指ナデ 卸 目 石英混16C

149SK310土 製品 増塙 15 灰白 石英混

150SK253磁 器 水滴 3 灰白 肥前系 外面竹 一部露胎19C

151SK251土 器 皿 60 4 淡黄 か わらけ ロクロ 底部回転糸切17C

152SK251土 器 内耳土鍋 15 灰白 指ナデ 外面炭化物17C

153SK252土 器 皿 66 9 灰 白 か わらけ ロクロ 底部回転糸切17C

154SK252土 製品 増塙 15 灰 溶鉄付着

155SK273土 器 皿 (102) (58) 22 7
かわらけ ロクロ 底部回転糸切 油煙付浅黄
着17C

156SK273土 器 皿 (102) (59) 23 5
か わらけ ロクロ 底部回転糸切 内面 墨淡黄

書 「七月廿四 日 志源 □□」17C

157SK273土 器 皿 (120) (76) 25 4 淡黄 か わらけ ロクロ 底部回転糸切17C

158SK273土 器 ひ ょう燭 (64) (40) 16 7 浅黄 ロクロ 灯芯部残存

159SK273陶 器 碗 50 4 京焼き写 し 灰粕 貫入 外面山水 高台淡黄 肥前
露胎17C後

160SK273陶 器 碗 35 4
色絵 灰粕 貫 入 内面 桜(青)・ 外面 草

灰 白 京焼(灰)高 台 内 「寳山」陰刻 高 台露 胎18
C
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表4土 器 ・土製品 ・陶磁器観察表(4)

遺物 出土

番号 地点
種別 器種

計測値 (mm)
胎土色 生産地 備 考

口径 底径 器高 器厚

177SK277 土器 規炉 240 (240) 266 12 浅黄

口縁部 内 「特許局 登録 コー クス完全燃焼

筒 ・¶ 体部外面 「瓦斯 コー クス用
らこんろ 二号 三河黎陶工場黎製」
ラナデ 白砂 ・雲母 混

たか
へ

互智SK277 陶器 土瓶蓋 3 灰白 大堀相馬灰粕 文様不明19C中

互亀SK277 陶器 土瓶身 3 灰白 大堀相馬 灰粕 外面山水?19C中

18258-3 土製品 鞘羽口 長(70) 幅53 14 浅黄 溶鉄付着 白砂 ・雲母付着

璽へSK254 土製品 七厘 (160) 50 灰白 珪藻土 窓1撹 乱出土

璽亀SK254 土製品 七厘部品 16 灰白 円形仕切

18455-3 磁器 碗 4 灰白 中国潭州 青花 外面草花16C

18553-3 磁器 皿 7 灰白 肥前 青磁 内面 ケズ リ18C後 ～19C前

18655-3 磁器 鉢 5 灰白 肥前 青磁18C後

18754-2 磁器 皿 (143) (96) 23 4 灰白 肥前 見込山水 内面墨吹き(花 唐草)
草 高台内鉋削 畳付露胎17C後

外面唐

18855-3 磁器 皿 (140) (72) 39 5 灰白 肥前 端反 内面矢羽 ・花唐草 外面唐草
露胎18C

畳付

18953-3 磁器 碗 4 灰白 肥前 外面菊花 ・氷裂文18C後

19055-3 磁器 瓶 (48) 4 灰白 肥前 砂底 内面露胎18C

19155-3 磁器 碗 71 38 55 3 灰白 肥前系 見込こんにゃく印判(五弁花)外 面千鳥 ・
草花 高台脇変形唐草 畳付露胎 19C前

19261-3 磁器 皿 (100) (40) 25 5 灰白 会津本郷 砕石粕 一部白濁 高台内露胎19C

19355-3 陶器 皿 (104) (54) 16 6 淡黄 瀬戸 ・美濃 灰粕 貫入 輪 ドチ痕16C中 ・後

194SP69 陶器 皿 (124) 5 灰白 瀬戸 ・美濃 長石粕 志野 一部被熱16C末

195×0 陶器 碗 52 5 灰白 肥前 京焼き写 し 灰粕 貫入 内面山水内 「森
」陰刻 高台露胎17C後

古 ム
回 口

19655-3 陶器 皿 4 浅黄 肥前 銅緑粕17C後

19755-3 陶器 植木鉢 12 灰 肥前 鉄粕 使用痕17C後

56・57198
-2 陶器 碗 (ll4) 51 52 4 灰白 瀬戸 ・美濃

復古織部 灰粕 ・鉄粕 目跡 外面格子目
高台露胎19C

199SP327 陶器 瓶 (64) 5 灰白 会津本郷 透明粕 一部 白濁19C

20063-2 陶器 甕 (244) 10 灰 会津本郷 錆粕 ・鉄粕流掛 口縁部露胎19C

20155-3 陶器 灰吹 64 50 74 5 灰白 大堀相馬
鉄粕(茶)→ 鉄粕(黒)→ 灰粕 被熱
露胎19C

底部

20255-2 陶器 ひ ょう燭 (52) 4 淡黄 大堀相馬 鉄粕19C

20355-3 陶器 手焙 8 浅黄 大堀相馬 灰粕→鉄粕流掛 口縁部直下穿孔有 19C

20455-3 陶器 播鉢 (168) (70) 70 10 灰白 成島?
ロクロ ・ケズ リ 卸 目14底 部 「成」

鉄粕 近代
陰刻

20555-3 陶器 甕 (266) 7 灰 成島 口縁部折 り返 し ナマコ粕 近代

表5ガ ラス製品観察表

遺物 出土 種別 器種

番号 地点

計測値(mm)
備 考

口径 底径 器高 器厚
179SK277ガ ラス 瓶 25 52 228 5 体部 「KINSEN」 ・ 「日本萎酒駅泉株 式会社」 底部 「4・8」

180SK277ガ ラス 瓶 22 36 96.5 3・5 体部 「RADIUM」 ・ 「ラジウム液」 底 部 「平尾」

181SK277ガ ラス 瓶 20 33 35 2 底部☆にPB
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表6木 製品観察表

遺物 出土 種別 部位

番号 地点

計測値(mm)
備 考

長 さ・口径 幅・底径 器高 器厚
51SDl71箸 182 6 6 断面丸 ケズリ

52SDl71襖 129 35 15 使用痕

53SX72差 歯下駄 台 (143) 95 26 指頭痕 雲形の線刻 上面赤 ・側面黒漆RW67

54SX72連 歯下駄 台 ・歯 (203) 102 45 指頭痕 砂粒RW68

55SX72連 歯下駄 台 ・歯 198 llO 64 指頭痕 一部被熱RW43

59-lSK90連 歯下駄 台 (102) 84 12

59-2SK90連 歯下駄 台 (86) (70) 10

60-lSK90差 歯下駄 台 (71) 83 23 RW48

60-2SK90差 歯下駄 台 (ll2) 78 23 RW48

60-3SK90差 歯下駄 台 (44) 70 17 RW48

60-4SK90差 歯下駄 歯 79 101 12 砂粒RW48

60-5SK90差 歯下駄 歯 76 98 12 砂粒RW48

61SK90差 歯下駄 歯 70 (95) lI 台との接合部に木片付着

62SK90樽 栓 80 40 35 炭化物付着 使用痕

63-lSK90樽 側 板 241 8 簸で4箇 所固定 外面黒漆

63-2SK90樽 底板 (217) (88) 8 使用痕

64SK90部 材 (110) 81 12 穿孔有RW49

65SK90部 材 (75) (52) (36) 穿 孔1箇 所 ト車?

66SK90部 材 (403) 12 15 接合凹2箇 所

81SK325樽 底板 (ll3) (57) 9 黒漆 ケズリ キズ多

135SKI83差 歯下駄 台 199 (80) 24 指頭痕 ケズリRW65

136SK183連 歯下駄 台 ・歯 (146) (42) 27 穿孔有 一部被熱RW64

137SK183箸 (226) 5 4 断面丸 ケズリ 先端欠損

138SK183箸 (218) 8 6 断面四角 ケズリ

139SKI83箸 192 5 4 断面丸 ケズリ

140SKI83未 製品 105 35 57 木椀未製品?工 具痕

141SKI83曲 物 側板 (86) (1) 土 とともに採取2固 体?穿 孔有

161SK273差 歯下駄 台 ・歯 243 105 70 台部裏に穿孔有 被熱 砂粒RW61

162-lSK273差 歯下駄 台 (163) 80 30 指頭痕RW59

162-2SK273差 歯下駄 歯 59 98 12 砂粒RW59

162-3SK273差 歯下駄 歯 55 101 17 砂粒RW59

163-lSK273差 歯下駄 台 (65) (60) 19 指頭痕RW59

163-2SK273差 歯下駄 台 (61) (63) 20 RW59

163-3SK273差 歯下駄 台 (74) 63 20 RW59

163-4SK273差 歯下駄 歯 80 123 16 RW59

163-5SK273差 歯下駄 歯 76 (lll) 15 RW59

164SK273差 歯下駄 歯 (86) 84 19 下部欠損

165SK273漆 器椀 身 (100) 7 内面赤 ・外面緑 ・底部黒漆 文様(桜 ほか)金 箔

166SK273漆 器椀 身 57 18 赤漆

167SK273漆 器椀 身 6 内面赤 ・外面黒漆 文様(松?)緑 漆?

168SK273漆 器皿 8 片口 内面赤 ・外面黒漆 文様松竹?・緑漆?穿 孔
有 蓋?

169SK273箸 (201) 6 6 断面四角 ケズリ

170SK273箸 (197) 7 7 断面四角 ケズリ

171SK273箸 (195) 5 6 断面四角 ケズリ

172SK273柄 杓?底 板 97 15 内側工具痕RW62

173SK273円 板状 59 58 7 中央部桜皮を通す

174SK273到 物鉢 (744) (510) 143 15 側面と底面に穿孔有 ケズリRW63

175SK273部 材 (107) 46 48.5 長方形ほぞ穴1ケ ズ リ

176SK273板 状 先端 (315) 27 lI ケズ リ

21153-1筒 形入物?底 板 ll4 74 8 黒漆 ケズリRW44

21253-1部 材 72 71 25 穿孔有 ト車?RW45

213SP335柱 根 先端 (333) 234 192 内部腐蝕で空洞 先端部一方向の面取
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表7石 製品観察表

遺物

番号

出土

地点
種別

計測値 (mm)
石色 備 考

長さ・直径 幅 厚さ

9 SD85 碁石 20 6 黒 流紋岩?

15 SDl69 ト車 38 10 灰白 凝灰岩 中央 に1mm穿 孔有

48 SDI71中 硯 (51) 59 18 黒 粘板岩 被熱 硯縁部剥離

49 SDI71中 硯 (63) 54 13 黒 粘板岩 裏面 刻書 「五 日 駒方茂衛 門」

50 SDI71底 凹石 ll7 89 58 灰 軽石 中央部に凹

78 SK325 砥石 145 36 39 オ リー ブ黄 砂岩 (メノウ含 む)1面 使用?(側 面に もキズ有)

79 SK325 凹石 178 105 70 灰 軽石 中央部に凹

132 SK322 砥石 (60) 38 14 灰 泥岩 5面使用 欠損有

143 SK206 砥石 (75) 45 13 灰白 泥岩 被熱5面 使用 欠損有

206 53-3 硯 122 64 21 灰 砂岩? 被熱 裏面 「花岡 甲」線刻

表8金 属製品観察表

遺物 出土 種別

番号 地点

計測値(mm)
備 考

長 さ ・直 径 幅・穿径 厚さ

80SK325か ん ざし (137) 10 3 銀製?一 部欠損 中位 か ら折れてい る

20755-3古 銭 22 7 1 寛永通宝(新 寛永)

20855-3古 銭 24.5 5.5 1.1 寛永通宝(古 寛永)一 部欠損

209XO古 銭 23 6 1.5 寛永通宝(新 寛永)錆 付着

210SPl85古 銭 24 5 1.4 寛永通宝(古 寛永)

表9土 器集計表

産地等 器種 総計

土師質 皿(か わ らけ) 28

内耳土鍋 5

行火 2

規炉 2

火鉢 2

七厘 1

ひ ょう燭 1

不明 15

計 56

瓦質 播鉢 2

鉢 5

七厘部品 1

甕 1

不明 3

計 12

土製品 柑塙 6

鞘羽口 2

土人形 1

計 9

総計 77

表10磁 器集計表

産地等 器種 総計

中国 青花碗 2

青花小圷 1

青花皿 1

青磁碗 1

計 5

肥前 青磁鉢 1

白磁碗 1

青磁皿 6

青磁碗 1

青磁香炉 1

青磁火入 1

白磁鉢 1

色絵碗 1

碗 79

皿 29

鉢 3

小圷 5

壷 1

瓶 13

計 143

肥前系 青磁皿 1

碗 27

皿 10

鉢 4

仏飯器 1

徳利 2

瓶 4

水滴 1

紅皿 1

不明 1

計 52

会津本郷 皿 8

瓶 1

計 9

瀬戸 碗 8

碗蓋 1

計 9

平清水 小圷 3

段重 1

計 4

不明

(磁製品

も含む)

碗 97

小圷 2

皿 29

鉢 5

蓋 2

壺 4

徳利 10

甕 1

瓶 6

碍子 1

水笛 1

箸置 1

カ ッ プ ソー サ ー 1

不明 1

計 161

総計 383
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表11陶 器集計表

産地等 器種
総計

肥前 碗 ll

皿 3

瓶 1

香炉 1

計 16

岸 碗 2

皿 1

播鉢 21

甕 3

香炉 3

徳利 1

水注 1

植木鉢 1

把手 1

計 34

瀬戸 ・美濃 皿 2

碗(織 部含) 3

天目 3

播鉢 1

志野皿 2

志野盤 1

計 12

大堀相馬 碗 ll

皿 1

土瓶 1

土瓶蓋 1

瓶 2

鉢 1

小圷 4

手焙 1

ひ ょう燭 1

火入 1

計 24

会津本郷 碗 0

皿 1

鉢 5

播鉢 13

甕 6

火入 3

計 28

京 匪 4

計 4

備前i 植木鉢 1

計 1

成島 甕 ll

播鉢? 4

鉢 1

不明 1

計 17

陶製品 塵台 1

計 1
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不明 碗 20

皿 4

鉢 14

播鉢 26

瓶 4

甕 29

壷 4

土瓶 3

土鍋 1

火入 1

土瓶蓋 2

徳利 1

植木鉢 8

急須 1

香炉 4

羽釜 1

不明 ll

計 134

総計 271

表12ガ ラス製品集計表

産地等 器種 総計

不明 麦酒 ビン 5

氷 コツプ 1

小 ビン 2

化粧ビン 2

不明 1

計 ll

表13木 製品集計表

分類 器種
総計

食用具 1箸 14

計 14

生活雑貨 1懊
1

計 1

装身具 1下駄 12

計 12

生活容器 樽 1

栓 1

曲物 3

筒形入物 1

到物皿 1

計 7

食器 漆器椀 4

漆器皿 1

計 5

調理用具 1柄杓? 1

計 1

建材 1柱根
1

計 1

不明 部材 6

箱 3

杭 27

円板状 1

棒状 13

板材 21

角材 6

丸太材 3

未製品 1

計 81

総計 122

表14石 製品集計表

分類 器種
総計

遊具1碁 石 1

計 1

文具1硯 2

計 2

生活雑貨1砥 石 3

計 3

石器1凹 石 2

計 2

不明1陣 1

計 1

総計 9

表15金 属製品集計表

分類 器種
総計

生活容器1鉄 瓶蓋(永 井屋) 1

計 1

生活雑貨1か んざし 1

計 1

銭貨 古寛永 2

新寛永 2

計 4

総計 6

※その他樹脂製品 として歯ブ ラシ

(ライオ ン歯刷子 ・マサキ ヨ歯刷子)

が出土 して いる。



IV理 化学分析

1出 土木製品の樹種調査結果

(1)試 料

試料は山形県米沢城跡か ら出土した容器2点 、服飾具3点 の合計5点 である。

(2)観 察方法

剃刀で木口(横 断面)、 柾 目(放 射断面)、板 目(接 線断面)の 格切片を採取 し、永久プレパ

ラー トを作製 した。 このプレパ ラー トを顕微鏡で観察 して同定 した。

(3)結 果

樹種同定結果(広 葉樹5種)の 表 と顕微鏡写真を示 し、以下に各種の主な解剖学的特徴 を記

す。

1)ク ルミ科サワグル ミ属サ ワグル ミ(PterocaryarhoifoliaSieb.EtZucc.)

(遺物No.59)

散孔材である。木口では、比較的大型の道管(～200μm)が 単独ないし2、3個 放射方向に

複合 して散在 し、晩材部で径を減 じる傾向にある。軸方向柔細胞 は1細 胞幅の接線状あるいは

網状柔組織である。柾 目では道管 は単穿孔 と側壁に交互壁孔を有する。放射組織はすべて平伏

細胞か らな り、同性である。板 目では、放射組織は1～2細 胞列、高さ～0.5mm以 下からなる。

サワグルミは北海道(南 部)、 本州、四国、九州(北 部)に 分布する。

2)ブ ナ科ブナ属(Fagussp.)

(遺物No.165・166)

散孔材である。木口では、やや小 さい道管(～10μm)が ほぼ平等に散在する。年輪の内側

から外側に向かって大 きさおよび数の減少が見 られる配列をする。放射組織 には単列のもの、

2～3列 のもの、非常に列数の広いものがある。柾 目では道管は単穿孔 と階段穿孔を持ち、内

部には充填物(チ ロース)が 見 られる。放射組織は大体平伏細胞からなり同性である。道管放

射組織間壁孔には大型の レンズ状の壁孔が存在す る。板 目では放射組織は単列、2～3列 、広

放射組織の3種 類がある。広放射組織は肉眼で も1～3mmの 高 さを持った褐色の紡錘形の斑点

としてはっきりと見 られる。ブナ属はブナ、イヌブナがあり、北海道(南 部)、本州、四国、九

州に分布する。

3)カ ツラ科カッラ属カッラ(CercidphyllumjaponicaSieb.EtZucc.)

(遺物No.60-4・5)

散孔材である。木口ではやや小さい薄壁で角張っている道管(～100μm)が おおむね単独 ま

たは2～3個 不規則に接合 して平等に分布する。道管の占有面積は大きい。放射柔

組織は不顕著。柾目では道管は階段穿孔 と側壁に階段穿孔を有する。放射組織は平伏、方形 と

直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は対列状ない し階段状の壁孔があ

る。道管内腔 には充填物(チ ロース)が ある。板目では放射組織は方形ないし直立細胞からな

る単列のもの と、方形ない し直立細胞の単列部 と平伏細胞の2列 部か らなるものがある。高さ

IV理 化学分析
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～900μmか らなる。カッラは北海道、本州、四国、九州に分布す る。

4)モ クレン科モクレン属(Magnoliasp.)(遺 物No.61)

散孔材である。木口ではやや小 さい道管(～llOμm)が 単独ないし2～4個 複合 して多数分

布する。軸方向柔組織は1～2層 の幅で年輪界に配列す る。柾 目では道管は単穿孔 と側壁に階

段壁孔を有す る。放射組織はすべて平伏細胞か らなる同性 と平伏 と直立細胞か らなる異性があ

る。道管放射組織間壁孔は階段状である。板 目では放射組織は1～3細 胞列、高 さ～700μmと

なっている。モ クレン属は、モクレン、ホオノキ、 コブシなどがあり、北海道、本州、四国、

九州に分布す る。

5)ウ コギ科ウコギ属(Acanthopanaxsp.)

(遺物No.60-1～3)

散孔材である。木 口では極めて小さい道管(～50μm)が20個 以上集団とな り、斜線方向な

いし接線方向に長 く連なる。柾 目では、道管は単穿孔 と側壁に大型の交互壁孔を有する。放射

組織は平伏、方形 と直立細胞か らなり異性である。道管放射組織間壁孔は中型の節状である。

板目では、放射組織 は1～8細 胞列、高 さ～2㎜ からなる。鞘細胞が見 られる。ウコギ科ウコ

ギ類はケヤマウコギ、ウラジロウウコギな どがあ り、北海道、本州、四国、九州に分布する。

表16出 土木製品同定表

No. 品名 樹種

59 連歯下駄 クル ミ科 クル ミ属サ ワグル ミ

60-1～3 差歯下駄(台) ウコギ科ウ コギ属

60-4・5 差歯下駄(歯) カツラ科カツ ラ属カ ツラ

61 差歯下駄(歯) モク レン科モ クレン属

165 漆器椀 ブナ科ブナ属

166 漆器椀 ブナ科ブナ属

島地 謙 ・伊藤隆夫1988

島地 謙 ・伊藤隆夫1982

伊東隆夫1982

北村四郎 ・村田 源1979

深澤和三1997

参考文献

『日本 の遺跡出土木製品一覧』 雄山閣出版

『図説 木材組織』 地球社

『日本産広葉樹材の解剖学的記載1～V』 京都大学木質科学研究所

『原色 日本植物図鑑木本編1・II』 保育社

『樹体 の解剖』 海青社

使用顕微鏡

NikonMICROFLEXUFX-DXTypell5
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2近 世漆器の塗膜構造調査

(1)は じめに

山形県米沢市に所在する米沢城跡か ら出土 した、近世の漆器2点 について、その製作技法を

明らかにする目的で塗膜構造調査を行ったので、以下 にその結果 を報告する。

(2)調 査資米斗

調査 した資料は、表17に 示す近世の漆器椀2点 である。

表17調 査資料

No. 器種 樹種 概要

165 椀 ブナ属

内面赤 色で外面体部 と高台 は全面緑 色、高台内 は黒色の

椀。外面体部 には金箔 と赤色の漆 で桜 色を、黄色の漆で

松葉 を描 く。高台内に は金箔で桜花 、黄色 の漆で松葉 を

描 く。

166 椀 ブナ属 内外面 とも赤色の無文の椀

(3)調 査方法

表10の 資料本体の内外面か ら数㎜四方の破片を採取 してエキポシ樹脂に包埋 し、塗膜断面の

薄片プレパラー トを作製 した。 これを落射光な らびに透過光の下で検鏡 した。

(4)断 面観察結果

塗膜断面の観察結果 を表18に 示す。

表18断 面観察結果表

No. 器種 部位

塗膜構造(下層か ら)

下 地 漆 層

膠着剤 混和剤 構造 顔料等

165 椀 内面 柿渋 木炭粉 赤色漆1層 ペンガ ラ

外面(金 箔

文様部)

柿渋 木炭粉 緑色漆1層/黄 色漆1層/

金箔

藍+石 黄/

石黄/金 箔

外面(赤 色

文様部)

柿渋 木炭粉 緑色漆1層/赤 色漆1層 藍+石 黄/

ベンガラ

外面(黄 色

文様部)

柿渋 木炭粉 緑色漆1層/黄 色漆1層 藍+石 黄/

石黄

外面(高 台

内の黒色部)

柿渋 木炭粉 墨?/透 明漆1層 油煙類

166 椀 内面 柿渋 木炭粉 赤色漆1層 ベンガ ラ

外面 柿渋 木炭粉 赤色漆1層 ベンガ ラ
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塗膜構造:2点 とも下層から、下地、漆層 と重なる様子が観察できた。

下地:内 外両面すべて褐色の柿渋に木炭粉を混和 した炭粉渋下地が認められた。

漆層:概 ね下地の上に漆層が1層 という構造であった。漆に赤色顔料を混和 した赤色漆 と、漆

に藍 と黄色顔料を混和 した緑色漆 と、下地の上に墨?を 塗布 してから透明漆を重ねた透

明漆層が認められた。

顔料:赤 色漆に混和された赤色顔料はベンガラである。ほとんど薄青色の層の中に黄色の顔料

と青色の凝集物 とが観察された。また透明漆層の下に塗布された墨?は おそらく油煙類

であろう。

装飾:No.165の 体部外面には、金箔、赤色漆、黄色漆をそれぞれ用いた3種 類の装飾が見 られ

た。金箔を用いた装飾部には、緑色漆層の上に黄色漆層が1層 とその上に薄い金箔が観

察 された。黄色漆層は金箔を貼 る接着用の漆である。 また赤色漆文様部にはベンガラを

混和 した漆層が、黄色漆文様部には石黄を混和 した漆層が観察 された。

(5)摘 要

米沢城跡か ら出土した近世の漆椀2点 の塗膜構造調査を行 った。1点 には、外面に緑色地の

上に金箔、赤色漆、黄色漆を用いて文様が施 されてお り、 もう1点 は全面が赤色の無文椀であ

る。

ともにブナ属の木胎の上に、下地、漆層 と重なる塗膜構造であった。

下地は炭粉渋下地で、その上に1層 漆層が塗布 される、 という比較的簡素な構造であった。

地色の赤色漆には、赤色顔料 としてベンガラが、緑色漆には、藍 と石黄が混和されていた。

また透明漆層の下層に墨?を 塗布 して塗膜をよ り黒 く見せ る塗装が見 られた。

装飾には黄色漆で金箔を貼った もの、赤色漆 と黄色漆で文様 を描 く漆絵の技法がみられた。
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1歴 史的考察

(1)拝 領家臣の変遷

今回の調査区の位置について、現在までの調査や城下絵図によって凡そ推定できる1)。二の丸

の堀跡の検出位置から推定 して、南三の丸の上中級家臣団の屋敷地内に調査区があることがわ

かる。第34図 屋敷地推定図には字限図か ら想定 した屋敷割図 と主な絵図を載せている。

今回の調査区は、二の丸堀の南東側で道に面 した2～3軒 分に当たることが推定される。表

19拝領家臣の変遷では、3軒 の区画に①～③ と付番 し、 「住人ツキ」絵図から人名を拾い、表

中に列挙 している。なお、絵図の作製年代については、青木(1992)・ 渡辺(2003)に よった。

①の区画は、17世 紀半ばに侍組斉藤助之丞の居宅であったが、17世 紀後半に高家衆二本松家

の居宅にな り、江戸末まで継続 して住んでいる。②の区画は、18世 紀半ばまで侍組本庄家の居

宅であったが、その後、安江家、大平家の居宅に変わっている。③の区画は、18世 紀初頭 まで

は五十騎組宮家の居宅であったが、その後御典医の水野家の居宅に変わっている。

移動の理由2)のわか る史料が無 く、詳細は不明だが、17世紀後半～18世 紀後半にかけて屋敷地

の移動が行われていることがわかる。特に② に関 しては、18世 紀半ばか ら複数人の移動が確認

できる。

(2)人 名刻書 ・墨書

硯(49)の 裏面には 「五日 駒方茂衛門」 と刻まれている。 「駒方茂衛門」は 「駒形茂右衛

門」に当たると考えられる(米 沢温故会1987a)。 八代当主重定執政時の勘定頭(在 任期間1756

～1766年)で あったが、御側役森平右衛門の失脚 と同時に職 を辞 している(横 山他1994)。 駒形

家が当該地区に屋敷地を得たかは絵図等で確認で きなかった。

「かわらけ」(156)内 面には 「七月廿四 日 志源□□」 と書かれている。共伴する陶磁器の

年代観が17世 紀後半で、当時の居住者は絵図等で 「本庄修理」に当たる。 『御家中諸士略系譜』

には 「実志駄修理亮義秀五男始於三麿源四郎」(米 沢温故会1987b)と あり、元志駄家であっ

たことが窺 える。1630年(寛 永七)中 に家督を嗣いでお り、それ以降に土坑の遺物廃棄年代 を

求められよう。

2遺 構の変遷

今回の調査は、主要地方道米沢猪苗代線3・4・4窪 田 ・諸仏線改良工事に係る緊急発掘調

査である。調査区は市街地の中心部にあるが、遺構の遺存状態は比較的良好であった。

調査面積は500㎡ であるが、遺構総数は300基 を超え、掘立柱建物跡 ・溝跡 ・土坑 ・性格不明

遺構などの遺構が検出された。

第35図 は出土遺物や検出状況から遺構の新旧関係をまとめたものである。

掘立柱建物跡は、17～19Cま での土坑などに壊されているため、下限の年代が想定できる。

しか し、柱穴からの出土遺物が皆無で、正確な存続年代が確定できなかった。SBl56を のぞい

ては17C代 の遺構から壊されてお り、三の丸造成前後の時期に当たると思われる。溝跡や土坑

V考 察

住 人 の 変 化

遺構の新旧関係
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表19拝 領家臣の変遷

区画 絵図
番号 記号

絵図記載名 本名 身分 石高 備 考

① A 斉藤助之丞 市之進安信 侍組 300石 「七之丞」(年譜) 慶安2年 家督 貞享3年 卒
B 二本松外記 国政 高家 宝永2年 家督 同8年 病死
C 同人
D 二本松備前 国茂 高家 100石 正徳元年家督 享保14年 半知 ・隠居

E 二本松吉茂 国当 高家 宝暦10年 家督 寛政3年 隠居
F 二本松政弥 国審 高家 200石 文化3年 家督 文政3年 病死

② A 本庄修理 秀長 侍組 300石 元志駄修理5男 「始於三麿源四郎」 寛永7年 家督 元禄4年 卒

B 本庄数馬 貞長 侍組 300石 50+200+50石 天和元年家督 元禄8年 卒

C 本庄新五郎 清長 侍組 200又 は300石 元禄8年 家督 享保6年 隠居

D 本庄舎人 新左衛門範長 侍組 享保6年 家督

E 安江五郎左衛門 繁英 馬廻組 50石 50石50→200石 享保12年 家督 安永3年 改易 ・在郷 安永6年 卒

F 大平宮次 次芳 侍組 文化8年 家督

③ A 宮盛右衛門 信儀 五十騎 50石 50石 →25石 「森右衛門」(年譜)寛 永20年家督 延宝2年

B 同人 作事屋頭
C 宮総左衛門 信次 五十騎 200石 元禄元年家督 正徳2年 卒
D 水野道益 御典医 享保3年 近習
E 水野吉口
F 水野某

(角屋由美子氏作成のものに加筆)

※絵図記号

A

B

C

D

E

F

絵図名(旧 作製年代)

御城下絵図 万治年中

御城下絵図 元禄7年

旧米沢城下絵図 享保3年

御城下絵図 承応2年

米沢御城下絵図 明和6年

御城下絵図 文化8年

※年譜:上 杉家年譜

※作製年代は、青木(1992)・ 渡辺(2003)

(作 製 年代)

1653年(承 応2)

1682年(天 和2)

1700年(元 禄13)

1725年(享 保10)

1769年(明 和6)

1811年(文 化8)

に よ った。
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第35図 遺構相関図

16世紀 17世紀 18世紀 19世紀～近代 (年代)

SX72

SD85● 一 一 一 一 一 一 一一 ●

SBl56●

SDI69● ●SKI64●

SB311●?SDI71● 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ●

-SB312●SKI83●

SK207●

-SA229●SK310●

SK251・252●

SK206●

?SK205●

SKl23●

SK325●

SKl59●

SKl60●

SK253●

SK321●

SK322●

SK317●

SK277●

SKl70●

SB313●SK273●

SD275●

(磁器)中 国青磁 ・青花 肥前

(陶器)瀬 戸 ・美濃 肥前 ・京 ・岸

(土器)土 師質(皿)・ 瓦質土器(鉢)

瀬戸 ・会津本郷 ・肥前系

瀬戸 ・大堀相馬

平清水

行 火 ・火 鉢 ・煽 炉

は前述のように出土遺物か ら廃絶年代や存続年代を窺 うことができる。土坑は、16世 紀末 ・17

世紀後半頃のものと19世紀(近 代 も含む)頃 のものとに大別で きる。いずれの出土遺物 も被熱

しているものが多 く、火事や拝領地の移動な どが原因で使用 していた生活容器 ・雑貨類 を廃棄

した と思われる。また、遺構の検出状況や遺物の出土状況か らSDl71(遺 構の南北における柱 屋敷地の境界

穴等の検出状況の差異)とSK273(南 側 に近世の遺構が皆無)付 近 に、近世を通 しての屋敷地

の境界があると思われる。

結果 として前回調査同様上杉期以前の様相 は不明な点が多かった。今後の調査では、16世 紀

以前の様相が明 らかになればと思う。

3遺 物組成の変遷

(1)16世 紀～17世 紀初

磁器は中国青磁(碗)、 青花(碗)の みである。陶器は瀬戸、美濃産の播鉢、天 目茶碗、丸

皿、志野輪花皿などである。それ らに、 「かわ らけ」、内耳土鍋、瓦質土器鉢、播鉢、堆禍など

が共伴 している。特に柑塙の破片が16～17世 紀の遺構から万遍無 く出土 してお り、遺構外か ら

発見された鞘羽口と合わせて、屋敷地以前の土地利用 について検討を要する。また、木製品に

ついては、下駄(連 歯 ・差歯)、 箸、曲物な どが挙げられる。

(2)17世 紀後半～18世 紀初

磁器は肥前磁器のみで構成 されるようにな り皿、碗、香炉、鉢などが挙げられる。

陶器は、肥前の ものは二彩手鉢や瓶 ・呉器手または京焼き写 し(銘 「清水」)碗 が見られる。

しか し、それを凌駕する勢いで岸窯の製品が大量に入 って くる。碗、瓶、水注、甕、播鉢な ど

多岐にわたる。1次 調査においても同製品は多 くみられた。今次調査で も同じ様相が窺える。

木製品では、特に17世 紀後半以降に廃棄 された土坑(SK273)か ら外面緑色漆が塗 られた漆

器椀(165)が 出土している。緑色漆は、藍等の天然植物染料で青色に着色 した漆の中に石黄が

混入される場合が多い。当遺跡出土品 も同じである。北野氏(2003)は 「18世紀以降の江戸時
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漆器(緑色漆)の

出 土 遺 跡

代中～後期頃に奥州会津生産地で開発 された青色 と黄色の混合で緑色の発色を得 る緑色漆の延

長線上にある技術である」 としている。他 に緑色漆の漆器が出土 している遺跡は、東京:「 溜

池遺跡」・ 「増上寺子院群」・ 「汐留遺跡」、愛知:「 岡崎城」な どである。中で も汐留遺跡は、

黒 ・赤漆の製品に混 じって前述の漆が多 く出土 している。本遺跡では、他 にベンガラの赤漆塗

りのような安価なもの もあ り、使い分 けも想定される。

特に、質 ・量 ともに十分な出土があったのは、SDl71下 層出土遺物である。先に述べたよう

にこの溝 を屋敷地の境界 とすれば、それより北側の拝領地が斉藤家から二本松家に移行す る時

期で もあ り興味深い。屋敷替に因る投棄 とは考えられないだろうか。

(3)18世 紀中～末

磁器は、 「くらわんか手」のものを主力にして肥前が圧倒的である。陶器は、肥前のものに

代わって大堀相馬や会津本郷産の ものが後半代から増加 して くる。相馬産の腰折形の碗や会津

本郷産の播鉢は、 この時期の大半の遺構から出土 している。

(4)19世 紀～

磁器は、瀬戸 ・肥前系 ・会津本郷 ・肥前 に分かれ、肥前産のものが減少する。特に肥前系が

各器種にわたって使用されている。筒形碗や仏花瓶 ・御神酒徳利まで様々である。 また、後半

代になると平清水産の もの(瓶 ・段重など)が 散見 される。陶器では、大堀相馬 ・会津本郷産

のものが多い。 また、瀬戸産陶器 も磁器 とともに搬入され る。復古織部の碗はその代表例であ

る。地元成島焼は近代を通 して甕 ・鉢を中心に充実 している。

なお、SK325に 窯道具の焼台(相 馬産片口鉢?と 共伴)が 出土 してお り、さらに遺構外であ

るが癒着 した陶器の小片が見つかっている。失敗 した状態の品を購入するとは考えられず、近

くに窯場が存在するか、居住者が関係 していたか、詳細は不明である。

註

1)角 屋由美子氏の ご教示による。

2)屋 敷地の移動 は、(1)公 的な理 由、(2)私 的な理 由に分けるこ とができる。(1)は さらにA:新 知行や加増による移動 ・

B:藩 用施設増設 のための移動 ・C:1664年(寛 文4)の 削封 による移動 に分類され る。(2)はA:養 子縁組 による移動 ・B

:借 家 として血縁者を住 まわせ るための移動 ・C:相 対替 による移動 に分類 され る(渡 辺2003)。
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改良工事

種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城 館 跡 中世 ～近 代 掘立柱建物跡4

溝跡10

土坑35

性格不明遺構13

土器 ・陶磁器

木製品 ・土製品

石製品 ・金属製品

中世か ら近代 までの遺構が検

出された。被災 した建物跡や

多数の廃棄土坑を確認 し、被

熱 した遺物が多数出土 した。

(総出土箱数:37箱)
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